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 港新聞が閲覧できる場所  
港図書館(弁天 2-1-5),港区民センター(弁天 2-1-5), 港近隣センター(八幡屋 1-4-20), 港区老人

福祉センター(夕凪 2-5-22),弁天町 ORC200生涯学習センター(弁天 1-2-2-700),銭湯(朝日湯除く),

港区在宅サービスセンターひまわり(弁天 2-15-1),築港地域在宅サービスステーション(築

港 2-4-16),港スポーツセンター(田中 3-1-126),ほのぼの休憩所(八幡屋商店街内),石炭倉庫(波除

6-5-18),シネ･ヌーヴォ(西区九条 1-20-24),韋駄天尊(繁栄商店街内),珈琲館隠岐(磯路 3-25-6) 
 

 
 

―・―・―・―・―・―・―・  ゆ う や け  ・―・―・―・―・―・―・―
★｢今も自分の本当の名前は分かりません｣と

の中国残留邦人一世(女性)の言葉が胸を突き

ました。帰国者と港区民との和やかな交流イ

ベント(1 頁)。戦禍を越え、希望に燃えて帰

国した日本でぶつかった言葉の壁や就労･就

学･住宅の困難。故国での安定した生活へ、な

お一層の支援の必要を痛感した取材でした。 

★医療･介護に地活協、広島土砂災害にカジノ、

オーク 200破綻に生活保護―。まさに百花斉

放、百家争鳴の投稿欄(6～11 頁)。本紙読者

の社会的関心の高さに感心させられます。地

域や社会への関心の高さが街の健全度に比例

するとのデータも。あなたもぜひご参加を。 

★｢少しでも地域の役に立ちたい｣｢子供たち

に喜んでほしい｣との熱意が伝わってきまし

た。日頃はほとんど意識もされない下水処理

場による夏のイベント２つ(12、13頁)。市民

生活を縁の下で黙々と支える職員さんたちの

温かくも爽やかな対応に心洗われました。 

★｢日本の食文化の復興｣という大きな立場に

立った経営姿勢に共感を覚えました。｢とにか

く利益を上げて勝ち残れ｣と非情･不毛の競争

に拍車がかかる現代社会で｢まずは世のため

人のため｣と企業本来の姿勢を崩さない誠実

企業を紹介するシリーズ(28頁)。港区の鰹節

問屋の心意気をぜひ感じ取って下さい。 
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